
令和７年度 第１回郡上市都市計画審議会 会議録（要録） 

                  

日 時：令和７年１０月１７日（金）１９時００分～２０時３０分 

場 所：郡上市役所本庁舎４階 大会議室 

 

 

◇出席委員（順不同・敬称略） 

鶴田佳子、加藤徳光、荒井誠二、市原和弘、中山紀子、 

小椋重徳、原喜与美、田中義久、和田樹典 

◇事 務 局 

都市住宅課：井上裕章、畑中義史、鷲見俊貴、河合秀明 

 

 

≪ 内 容 ≫ 

 

１．開会あいさつ 

(進行)    本日は御多忙中にもかかわらず、ご出席いただき誠にありがとうございま

す。現在のところに１２名中９名の出席をいただいておりますので、郡上市

都市計画審議会条例第６条に規定する定数に達していることをご報告させて

いただきます。ただいまから令和７年度第１回、郡上市都市計画審議会を始

めさせていただきます。開会にあたり都市住宅課長井上がご挨拶申し上げま

す。 

 

(井上)    ＜あいさつ＞ 

 

 

２．会長・副会長選出 

(進行)    ありがとうございました。今回、任期満了に伴う改選後の最初の審議会で

ございます。大変失礼ではございますが市議会議員以外の方には、お手元に

委嘱書を配付させていただいております。任期につきましては、令和 7 年 4

月 1 日から令和 9 年 3 月 31 日までの 2 年となっております。当審議会は、

都市計画法並びに郡上市都市計画審議会条例の規定によりまして、都市計画

に関わる事項を審議していただくために設置されております。委員構成は、

学識経験者、市議会議員、市民を代表する方々で構成されております。 



今回の審議会は任期満了に伴う第 1 回の審議会ということになりますので、

会長副会長の選出をお願いしたいと思います。会長副会長につきましては、

郡上市都市計画審議会条例第５条の規定によりまして、「審議会に会長を置

くものとし、学識経験のあるものにつき、任命された委員のうちから委員の

互選により定める」とございます。そこで学識経験者の方々の中から会長及

び部会長を決めさせていただきたいと思いますが、委員の中の方がどなたか

から立候補またはご推挙があればお願いしたいと思いますがいかがでしょう

か。 

 

(委員)    従来通りの話メンバーですので、鶴田先生を会長に、また加藤さんの副会

長ということで留任をお願いしたいと思います。よろしくお願いします。 

 

(進行)    ありがとうございます。ただいま推薦がありました通り、引き続き会長に

鶴田先生、副会長に加藤さんをお願いしたいと思いますがいかがでしょう

か。 

 

(全員)    異議なし。 

 

(進行)    ありがとうございます。それでは会長に鶴田先生を副会長に加藤さんを選

出させていただきたいと思います。皆様また 2 年間よろしくお願いいたしま

す。それでは鶴田会長の方から一言ご挨拶の方お願いしたいと思います。 

 

(会長)    ＜あいさつ＞ 

 

(進行)    ありがとうございました。それではここからの進行は会長にお願いしたい

と思います。会長よろしくお願いいたします。 

 

 

３．令和7年度事業経過について 

(会長)    それでは次第に従って始めていきたいと思います。最初に令和 7 年度事業

経過についてのご報告をよろしくお願いいたします。 

 



(事務局)    ＜建設部より事業報告＞ 

 

(会長)    ただいまの事務局のご説明につきまして何かご質問ご意見等はありますで

しょうか。 

 

(委員)    伝建修理修景時事業の報告で載せている写真は施工後の写真でしょうか。 

 

(事務局)    施工前の写真になります。伝建修理修景時事業では年度ごとで補修する箇

所を分けていることがあるため、写真内に既に補修されている箇所もありま

すが、それは前年度に施工されたものになります。 

 

(会長)    今回は施工後の写真がまだないため、その分分かりやすく資料を作ってい

ただけると良いと思います。 

 

 

４．郡上市八幡都市計画マスタープランにおける都市整備・まちづくりの方針について 

(会長)    続いて、4 番 郡上市八幡都市計画マスタープランにおける都市整備・ま

ちづくりの方針について事務局よりご説明をお願いします。 

 

(事務局)    ＜建設部より事業報告＞ 

 

(会長)    ただいまの事務局のご説明につきまして何かご質問ご意見等はありますで

しょうか。 

 

(委員)    ①土地利用の方針内で「市街地においてチーム町屋空き家対策プロジェクト

の活動支援を 10 年間行ってきた」とありますが、10 年間の活動支援が終わ

り、今後、空き家問題に関して市はどういったことを行っていくのでしょうか。 

 

(事務局)    少子高齢化社会が進んでいるため、全国的に空き家は問題になっています

が、郡上市の特色として建築戸数はどんどん増えているというのが現状です。



郡上市には「郡上市空家等対策計画」という計画があり、今年度が更新時期と

なっています。更新に向けて協議を行っている最中なので、もう少し待ってい

ただけないかなと思います。チームまちやの空き家事業の中で郡上八幡の雰

囲気が気に入って移住して来られる方が多いのですが、八幡市街地内は道が

狭小なことと駐車場がないことがネックになっているのが現状です。実情を

鑑みながら空家等対策計画を作成していきたいと思っておりますのでよろし

くお願いいたします、 

 

(委員)    ②道路・交通システムの整備方針に関して、交通社会実験を行った後、コロ

ナ禍に入ってしまい、頓挫したみたいな状態になっていますが、この後 10 年

は何を行っていく予定でしょうか。 

 

(事務局)   今まで都市計画マスタープランや交通計画の中ではずっと市街地内の道路

一方通行化を行う計画はありました。コロナ禍前になりますが、交通社会実験

で八幡市街地内の道路一方通行化を行いました。また、パークアンドライドで

総合庁舎からバスで市街地へ運ぶことも行いました。パークアンドライドは

今後行っていく場合、現在のまめバスの運行頻度だけで行うことは難しいと

思います。一方通行化については社会実験後、アンケートを取りまして、いろ

んな意見がありましたが、一方通行して良かったという意見もかなり寄せら

れました。しかし、コロナ禍もあって、アンケートを集めただけで結果を地元

に説明していないのが現状です。道路交通の規制方法としてはゾーン 30 とい

う区域内の速度規制もありますし、一方通行化も社会実験時より範囲を狭め

て肴町から新橋までの通りだけ一方通行化する方法もあります。そのような

ことを地元や警察といった関係機関と協議を今後行っていきたいと思います。 

       その他に郡上八幡インターから八幡城へのカーナビの案内をした時に最短

距離である尾崎を通るように案内されるため、生活道路に観光車両が入って

くる問題がありました。昨年、日本デジタル道路地図協会に対して尾崎を通過



する案内をしないように依頼を行い、今後のカーナビや google の案内は修正

されました。今後はその他の地図案内システムで尾崎を案内するものが残っ

ていないか検証をしていきたいと思っています。 

       八幡市街地内の駐車場の状況ですが、連休中の駐車場の混雑状況について

は過去からずっと、都市住宅課で調査を行ってきました。結論を申しますと、

ゴールデンウィークやおとりシーズン以外は市街地部分の駐車場は増設しな

くても間に合うという結果でした。 

 

(委員)    ⑥市民・行政の協働によるまちづくりの方針の中、「八幡町地域協議会の中

には八幡市街地支部を別個に組織している」と書いてありますが、この組織に

ついて教えてください。 

 

(事務局)   郡上市は合併時に各地域に地域協議会が立ちあげられましたが、八幡だけは

一つだけでなく 7 つに細分されていました。その中の市街地支部もしくは以

前のまちづくり協議会と思われます。 

 

(会長)    少し曖昧な部分もあるため、必要に応じてマスタープランや資料の修正をし

ていただければなと思います。 

 

(委員)    ②道路・交通システムの整備方針と⑤安全・安心に関する方針に関すること

ですが、八幡市街地の道路の中には 400 年前の頃のままの狭い道路が存在し

ています。これは防災上良くないと思いますが、今後道路の整備か歴史的町並

みの維持かどちらを優先していくのでしょうか。都市計画道路を設定して、家

を新築した際にセットバックする規制を設けることがありますが、今後の見

通しは何かありますか。 

 

 



(事務局)   以前の八幡都市計画の中には、殿町の県道有穂中坪線から国道 256 号まで

八幡を東西に分断するように都市計画道路が計画されていました。その当時

はその道路と周囲のバイパスを整備する計画を立てていたのですが、都市計

画の規制の緩和のタイミングがありまして、その時の検討の結果、町並みを守

っていく方針にシフトして平成 14 年に計画道路は廃止となりました。都市計

画道路を設定して道を広げることは町並み全体が崩れてしまうということも

あって、今後の計画はありません。今年度行った事業ですが、幅 2 メートルの

道路の一部改良を行いました。今後も建物を壊したり改築されたりする際に、

譲渡または買収によって町並みを壊さない範囲で道路整備を行っていきたい

と思います。防災面の対策といたしましては、例えば地域の皆様と協力し合う

共助面の強化や水利として市街地内の用水の補修など、道路拡幅以外の方法

で対応していきたいと思っています・ 

   

(委員)    郡上市ができた頃の新市計画の中に尾崎の中河原公園から十六銀行の裏ま

で、橋を架ける案がありました。新市建設計画を縮小していく中で、取り下げ

られたのですが、平成 17 年頃まで載っていたと思います。防災面では尾崎地

区の住民の避難路になりますし、観光面では新町側から尾崎を周って、宗祇水

や本町地区に戻ってくるという周遊コースになると思います。白川郷では町

から橋を渡った先に駐車場がありますが、市街地の町なみを守りながら駐車

場の集積をするということもできるかもしれません。これからの次の後期 10

年の中では難しいかもしれませんが、その次の 10 年に向けて考えるときに入

れていただけないかなと思います。 

もう一点、以前、白鳥町の住民とお話した時に、その方は那留に家があるの

ですが、友達と町中に住みたいと言っていました。町中に住めば買い物や病院

も近く、みんなで助け合って住みたいとのことでした。その代わり今の那留の

家は、週末に遊びに行って畑を耕すという二拠点生活を郡上市の中で行いた

いという考えでした。単純な移住だけでなく、こういった住み方も支援できる



ようにマスタープランの中で受け皿を整備できたら空き家利活用もできます

し、いいかなと思います。 

 

(会長)    先ほど 20 年間のマスタープランの計画の見直しの予定はないとのことでし

たが、ただやっぱりこの 10 年でいろいろ世の中が変わってきていると思いま

す。最後の年表の中の⑤安全・安心に関する方針について、平成 30 年以降は

事業が空白になっているのが気になりました。世の中では、この間に集中豪雨

などの激甚災害が頻発していて、大きい都市では防災指針を作って、特に土砂

災害や水害への対策を求められるようになりました。郡上市で 10 年間行って

きた事業は主に火災対策でした。郡上市では水害はあまりないかもしれませ

んが、土砂災害はレッドゾーン、イエローゾーンにかかっている地域が多いの

で、対策していく必要があると思います。 

新しく橋を架ける話については、岡崎市で岡崎城周辺を回遊できるように

するために歩道専用の橋を架けた事例がありました。 

もう一点の二拠点生活について、少し意味は違いますが、能登半島地震後の

能登半島で事例があります。震災後、能登地域の中だけでは避難住宅が用意で

きなかったため、金沢市へ出ていった人たちが能登に戻れず、子供は金沢で学

校に行って、大人は能登で働いて、休みは金沢に戻るという二拠点生活を行っ

ている方がいます。色んなところに集落を抱えているエリアでは、こういった

事例は発生しうると思います。10 年の間に周りの状況も郡上市自体の状況も

変わってきているので一度マスタープランを見直す時期ではあると思います。 

最近あった事例として、本巣市は市域の 9 割が都市計画区域外で、1 割が都

市計画区域の中でマスタープランを作成するときに市内全域をマスタープラ

ンの対象範囲にしました。都市計画道路や都市公園は都市計画区域内にしか

適用できないため、都市計画区域外で行えることは限られるのですが、まちづ

くりの方針は、都市計画区域外も記載することができます。郡上市でも核は八

幡市街地ですが、周囲の地域のまちづくりや集落同士のネットワーク化をマ



スタープランに含めることができます。先程の二拠点生活の話は今の八幡都

市計画マスタープランだけで考えるのは難しいと思います。都市計画法第十

八条に記載されている都市計画マスタープランは都市計画区域にしか適応さ

れません。その場合、都市計画マスタープランという名前ではなく、まちづく

りマスタープランという名前にしています。歴史的風致維持向上計画は郡上

市全域を対象にしているので、マスタープランと合わせにくいと思います。そ

ういうこともあって、今都市計画マスタープランを見直してもいいのではな

いかと思っています。 

 

(委員)    郡上大橋を架け替える際に中央公園から尾崎地区へ仮の人道橋を設置する

そうです。今年の渇水期に工事が始まると聞いていますが、その橋を将来も利

用させてもらえるようにはできないでしょうか。 

 

(事務局)   郡上大橋の仮設歩道橋はあくまで仮設なので、永久に設置することはできま

せん。尾崎からの人道橋については、以前のまちなみ環境整備事業の計画に挙

げていました。しかし、まちなみ環境整備事業は修理とか修景が中心の事業に

なります。国の方に事前申請したところ、本来なら 50％補助を受けることが

できるのですが、橋梁架設のうちの景観に関わる部分の費用にしか補助が出

ないとのことでした。また、予定している位置に橋を架ける場合、橋長が 150

近くになるので、本来なら橋脚を建てたいのですが、吉田川の河川管理者であ

る郡上土木事務所と協議する中で、吉田川と小駄良川の合流地点で水嵩が増

すため、河積を侵すような橋脚は建てないで欲しいという回答がありました。

橋脚なしで橋を架けようとする場合、鵜飼大橋のようにワイヤーで上から吊

る斜張橋になってしまいます。そうなると尾崎側は山側にアンカーを打ち込

まれて従来の道路が使えなくなり、十六銀行側も影響範囲が駐車場だけで収

まらなくなると思います。一番問題なのが橋梁かける場合に、河川の洪水時の

水位プラス余裕高を取った位置より上に橋の桁がないといけないため、今の



道路高から登っていくスロープ道路を作る必要があります。観光周遊を考え

るとあの場所に橋があると便利で、避難にも利用できると思うのですが、技術

的な問題が多いため、今後検討していくことも厳しいと思います。 

 

(会長)    予算的にも技術的にも難しいと思いますが、少しでも心に留めておいていた

だきたいなと思います。 

 

(委員)    先程、新しい都市計画道路の予定というお話ありましたが、旧八幡町の時に

外周道路を作って市街地の周りの交通費の便を良くしたことは先見がある考

えでした。今後は市街地内の部分的な拡幅はあるかと思いますが、都市計画審

議会にかけるような大規模な計画道路はないと思うので、そのことははっき

りマスタープランに記載すると良いと思います。 

もう一点、今岐阜県ではインターチェンジから防災拠点である郡上市役所

までのいわゆる緊急輸送路沿いにある建物を耐震診断して、倒れる危険があ

る建物は補修を義務化する計画をされています。郡上市の場合は、緊急輸送路

沿いに高層の建物はありませんが、その代わりに乙姫トンネル側から郡上市

役所が入っていく交差点に右折車線を作っていただきたいです。普段でも右

折する際に渋滞を作ってしまって申し訳なく感じるのですが、災害時にもこ

の交差点で大渋滞ができてしまう可能性があるため、今のタイミングで拡幅

した方が良いと思います。併せて、イベントの際に郡上市役所内の駐車場が混

雑しており、先ほどの道路拡幅を行うと駐車場が狭くなることから、愛宕駐車

場を立体駐車場にできないかなと思いました。財政的に厳しいかもしれませ

んが、補助を使ってできないか検討していただきたいです。 

 

(事務局)   先ほどの緊急輸送路は郡上市ではインターから左折して乙姫トンネルを通

るルートと、インターから右折して郡上八幡トンネルと城山トンネルを通る

は 2 路線があります。緊急輸送路沿いの家屋の耐震診断を行い、古くて倒壊



すると道路をふさぐ危険性がある建物に対して補助を出して改修してもらう

事業を岐阜県で行っています。インターから右折して郡上八幡トンネルと城

山トンネルを通るルートには倒壊の危険性がある建物は無いと県から聞いて

おります。乙姫トンネルを通るルートには何件か対象の建物があると聞いて

います。 

       市役所前の右折車線につきましては、以前国道 156 号から市民病院に入っ

ていくための交差点の右折車線を作った時は、交差点までの拡幅距離がかな

り長かったです。市役所前の交差点を拡幅する場合、向かいの渡辺染物さんの

家も道路にかかってくると思われます。道路構造令によって、車線の延長が決

まっているため、簡単には拡幅できませんが、意見があったことは各所に報告

させていただきます。 

 

(会長)    岐阜県の緊急輸送路周辺の耐震義務化に関する委員にも入っておりまして、

先日そちらの会議にも参加してきました。各市町村の中で一路線を指定すれ

ばよいので、郡上市では先ほどの危難な建物が無い路線が指定されると思わ

れます。 

 

(事務局)   民間の耐震工事に対して補助が出るといっても全額ではないため、危険な建

物が無いルートの方を優先的に選んでいます。 

 

(委員)    市役所前の交差点について歩道付近の路面が下がってきて歩きにくく、降雨

時に水が溜まって歩行者に水がかかるため、補修をお願いしたいです。 

 

(事務局)   市役所本庁からも同じような要望を受けているため、郡上土木事務所に報告

させていただきます。あの路線の舗装は排水性舗装で表面の水がしみ込んで

下の舗装からドレーンパイプを通って側溝に流すのですが、数年で目詰まり

しますし、舗装の粒子が荒いため壊れやすくなっています。郡上土木事務所に



は通常の舗装で施工してもらうようお願いしていきます。 

 

(会長)     まちづくりの方針ということで、委員の方々それぞれご希望やご意見があ

ったと思います。できること、できないことはあるかもしれませんが、市の

方で検討していただいて、必要があれば都市計画マスタープランに反映し

ていただきたいと思います。 

 

５．旧庁舎記念館前の大垣共立銀行跡地について 

(会長)    続いて、５番 旧庁舎記念館前の大垣共立銀行跡地についてについて事務

局よりご説明をお願いします。 

 

(事務局)    ＜建設部より事業報告＞ 

 

(会長)    ただいまの事務局のご説明につきまして何かご質問ご意見等はありますで

しょうか。 

 

(委員)    昨年度くらいから大垣共立銀行跡地の利活用方法について市内各団体にヒ

アリングをされていると聞いていますが、その結果やどういった意見があっ

たのか教えてもらうことはできるのでしょうか。また、この事業は市役所内

のどの部署で行われているのでしょうか。 

 

(事務局)   大垣共立銀行跡地の利活用方法については八幡振興統括が中心になって動

いており、必要に応じて各部署に仕事を振り分けています。まだ意見をもら

っているだけの状態になりますが、店舗の建物は耐震性能のことからそのま

ま使うことはできないだろうという話は聞いております。方針としては行政

が主導で行うのではなくなく、民間業者に入ってもらってサウンディング調

査やプロポーザルで進めていく予定です。 

 



(会長)    除却費がかかると思うので、民間事業者を入れるほうが良いと思います。

すごくいい場所なので上手に活用をお願いします。今後も動向を教えていた

だけるとありがたいです。 

 

(委員)    この案件は審議事項ではなく情報提供だけなのでしょうか。 

 

(事務局)   意見の聴取は別の部署で行っており、都市計画審議会内で今後審議事項と

して挙げる予定はありません。今後も都度情報提供は行っていきます。 

 

６．その他 

(会長)    本日の議題は終了となりましたが、その他について事務局から何かございま

すか。 

 

(事務局)   情報提供になりますが、現在八幡インターから和良の方へ抜ける濃飛横断自

動車堀越峠区間の事業に着手しています。以前この審議会で路線の位置だけ

は審議にかけたのですが、この時は路線延長と道路幅 8m 分までしか都市計

画決定していません。インターチェンジや法面など幅が 8 メートルより広が

る区間があるため、その区間の計画変更を予定しています。こちらの詳細な計

画は岐阜県の中でまとめているため、詳細設計ができ次第、審議会にかけさせ

ていただきたいと思います。 

 

７．閉会 

(会長)    本日の議題は終了となりましたので、事務局に進行をお返しします。 

 

(事務局)   会長ありがとうございました。委員におかれましては長時間にわたりまし

て貴重なご審議賜り誠にありがとうございました。それでは令和 7 年度第 1

回都市計画審議会を閉会させていただきます。本日はありがとうございまし

た。 

 

＜２０時３０分終了＞ 


